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1. 平成29年3月期第2四半期の業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

(2) 財政状態

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 3,477 14.4 502 6.0 476 4.4 354 24.8
28年3月期第2四半期 3,040 2.3 473 △1.3 456 △1.8 284 △9.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 35.33 ―
28年3月期第2四半期 26.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年3月期第2四半期 8,021 3,261 40.7
28年3月期 8,096 3,273 40.4
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 3,261百万円 28年3月期 3,273百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

28年３月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当 10円00銭 記念配当 1円00銭

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00
29年3月期 ― 10.00
29年3月期（予想） ― 12.00 22.00

3. 平成29年 3月期の業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,000 8.4 1,050 4.2 1,000 3.8 700 △1.1 67.72



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 11,200,000 株 28年3月期 11,200,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 1,213,800 株 28年3月期 863,800 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 10,044,533 株 28年3月期2Q 10,747,200 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表
の四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。



株式会社シーティーエス(4345) 平成29年３月期 第２四半期決算短信(非連結)

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………３

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………４

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………４

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………４

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………５

（１）四半期貸借対照表 ……………………………………………………………………………………５

（２）四半期損益計算書 ……………………………………………………………………………………６

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………７

（４）四半期財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………８

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………８

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………９

決算短信（宝印刷） 2016年10月28日 09時08分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社シーティーエス(4345) 平成29年３月期 第２四半期決算短信(非連結)

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）の当社主要顧客である土木・建設業界を取り巻

く環境につきまして、民間投資は首都圏エリアの建築関連工事を中心に堅調に推移する一方で、公共投資は全体的

に着工遅延の状況にあり、建設需要は弱含みの状態で推移するなど、引き続き予断を許さぬ状況が続いております。

このような状況のなか、当社におきましては、平成27年３月期から平成30年３月期までの４ヵ年を対象にした中

期経営計画を策定し、その中核方針は、「システム・測量計測事業を中心に「建設ＩＣＴ」（※）分野の専門企業

として全国ネットワークを構築する」及び「レンタル取引を主体とした、現場代理人リピーター10,000人の獲得を

目指す」であります。この方針を基に事業を着実に展開してまいりました。

当第２四半期累計期間の業績につきましては、主力事業の建設ＩＣＴ（システム事業・測量計測事業）の受注が

好調に推移し、当事業の売上高は2,653,441千円（前年同期比21.2％増）となり、全体の売上高も前年同期を上回る

実績となりました。

利益面は、主力事業への人員増加策や設備投資等の先行投資により、レンタル原価及び販売費及び一般管理費が

前年同期に比べ増加いたしましたが、建設ＩＣＴ（システム事業・測量計測事業）の売上総利益が1,125,828千円

（前年同期比16.4％増）と順調に推移することができたことにより、全体の売上総利益が増加し、営業利益、経常

利益、四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の実績は、売上高3,477,360千円（前年同期比14.4％増）、営業利益502,544

千円（前年同期比6.0％増）、経常利益476,986千円（前年同期比4.4％増）、四半期純利益354,892千円（前年同期

比24.8％増）となりました。

※ 建設ＩＣＴ （Information and Communication Technology）

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜システム事業＞

当事業につきましては、システム機器及びアプリケーション等のレンタル・販売に関して、平成28年４月に札幌

支店及び宇都宮支店を開設し、営業エリアの拡大を図るとともに、既存の営業拠点におきましても営業活動の強化、

新規顧客の開拓等を積極的に展開した結果、受注を順調に確保することができ、当事業の売上高は1,323,197千円

（前年同期比11.6％増）となりました。利益面は、売上高の伸長により売上総利益が増加しましたが、中期経営計

画に基づく全国ネットワークを構築するための積極的な人員増加策に伴う人件費の上昇などにより、販売費及び一

般管理費が増加したことが影響し、セグメント利益（営業利益）は234,963千円（前年同期比1.9％減）となりまし

た。

＜測量計測事業＞

当事業につきましては、測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、中期経営計画の方針に基づき

「建設ＩＣＴ」分野に注力した結果、受注が好調に推移し、当事業の売上高は1,330,244千円（前年同期比32.6％

増）となりました。利益面は、国土交通省が推進する「i-Construction」に対応するため、技術営業の人材確保及

び人材育成並びにエリア毎への設備投資等の体制構築により、販売費及び一般管理費が増加いたしましたが、売上

高の伸長により売上総利益が増加し、セグメント利益（営業利益）は174,192千円（前年同期比31.7％増）となりま

した。

＜ハウス備品事業＞

当事業につきましては、建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、事業エリ

アでの公共投資及び現場数の減少に加え、シェア確保に伴う厳しい受注競争によるレンタル単価下落等により、当

事業の売上高は533,839千円（前年同期比9.3％減）となりました。利益面は、レンタル原価及び販売費及び一般管

理費の削減に努めましたが、売上高の減少の影響を補えず、セグメント利益（営業利益）は67,849千円（前年同期

比15.8％減）となりました。

＜その他＞

その他につきましては、道路標示及び標識の工事等が順調に推移したことにより、売上高は290,079千円（前年同

期比10.5％増）となりました。セグメント利益（営業利益）は25,538千円（前年同期比17.6％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況の分析）

当第２四半期会計期間末の財政状態につきましては、総資産が8,021,597千円となり、前事業年度末と比較して

75,345千円減少いたしました。

流動資産は4,732,245千円となり、前事業年度末と比較して70,759千円増加いたしました。主な要因は、現金及び

預金の増加23,980千円、受取手形及び売掛金の増加37,147千円があったことによるものであります。

固定資産は3,289,352千円となり、前事業年度末と比較して146,104千円減少いたしました。主な要因は、リース

資産の減少167,055千円があったことによるものであります。

負債は4,760,206千円となり、前事業年度末と比較して63,004千円減少いたしました。主な要因は、支払手形及び

買掛金の増加69,046千円、その他流動負債の増加53,044千円があった一方で、リース債務の減少179,865千円があっ

たことによるものであります。

純資産は3,261,390千円となり、前事業年度末と比較して12,341千円減少いたしました。主な要因は、四半期純利

益354,892千円を計上した一方で、剰余金の配当113,698千円及び自己株式の取得269,850千円を行ったことによるも

のであります。

以上の結果、自己資本比率は40.7％となりました。

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は2,893,826千円となり、前事業

年度末と比較して23,980千円増加いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は738,163千円（前年同期は357,284千円の獲得）となりました。これは主に、税引

前四半期純利益514,286千円、資金支出を伴わない費用である減価償却費331,801千円による資金の獲得に対して、

法人税等の支払160,403千円が充当されたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は28,540千円（前年同期は49,875千円の使用）となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による支出12,618千円、無形固定資産の取得による支出8,150千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は685,642千円（前年同期は386,008千円の使用）となりました。これは、自己株式

の取得269,850千円、リース債務の返済302,315千円及び配当金の支払113,476千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期会計期間の業績は概ね計画通りに推移しており、現時点での通期の業績予想につきましては、平成

28年７月29日に公表いたしました業績予想に変更はございません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更）

　(有形固定資産の減価償却の方法)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響額は軽微であります 。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,869,845 2,893,826

受取手形及び売掛金 1,388,099 1,425,246

たな卸資産 252,805 253,988

その他 159,776 161,618

貸倒引当金 △9,040 △2,435

流動資産合計 4,661,485 4,732,245

固定資産

有形固定資産

レンタル資産（純額） 4,519 1,729

建物（純額） 226,178 221,924

土地 777,810 777,810

リース資産（純額） 2,153,199 1,986,143

その他（純額） 67,200 68,201

有形固定資産合計 3,228,908 3,055,810

無形固定資産 62,974 64,682

投資その他の資産

投資その他の資産 144,874 170,159

貸倒引当金 △1,300 △1,300

投資その他の資産合計 143,574 168,859

固定資産合計 3,435,457 3,289,352

資産合計 8,096,943 8,021,597

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,025,623 1,094,670

未払法人税等 170,022 170,216

その他 833,171 886,215

流動負債合計 2,028,817 2,151,102

固定負債

長期借入金 1,000,000 1,000,000

リース債務 1,582,059 1,402,193

その他 212,333 206,910

固定負債合計 2,794,393 2,609,103

負債合計 4,823,210 4,760,206

純資産の部

株主資本

資本金 425,996 425,996

資本剰余金 428,829 428,829

利益剰余金 2,780,686 3,021,880

自己株式 △401,614 △671,464

株主資本合計 3,233,896 3,205,240

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 39,836 56,150

評価・換算差額等合計 39,836 56,150

純資産合計 3,273,732 3,261,390

負債純資産合計 8,096,943 8,021,597
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 3,040,478 3,477,360

売上原価 1,740,673 2,049,501

売上総利益 1,299,804 1,427,859

販売費及び一般管理費 825,819 925,314

営業利益 473,985 502,544

営業外収益

受取利息 16 1

受取配当金 1,680 1,345

受取地代家賃 1,098 1,116

受取保険金 6,605 143

その他 1,104 1,103

営業外収益合計 10,503 3,709

営業外費用

支払利息 26,851 29,016

その他 717 250

営業外費用合計 27,569 29,267

経常利益 456,919 476,986

特別利益

受取保険金 - 37,300

特別利益合計 - 37,300

特別損失

固定資産除却損 25,498 -

特別損失合計 25,498 -

税引前四半期純利益 431,420 514,286

法人税、住民税及び事業税 141,828 155,874

法人税等調整額 5,313 3,519

法人税等合計 147,141 159,394

四半期純利益 284,278 354,892
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 431,420 514,286

減価償却費 296,896 331,801

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,092 △6,105

受取利息及び受取配当金 △1,696 △1,346

受取保険金 - △37,300

支払利息 26,851 29,016

固定資産除却損 25,498 -

売上債権の増減額（△は増加） △26,835 △37,147

たな卸資産の増減額（△は増加） 117,715 △1,183

仕入債務の増減額（△は減少） △114,947 69,046

その他 △163,037 17,868

小計 586,775 878,937

保険金の受取額 - 47,300

利息及び配当金の受取額 1,696 1,346

利息の支払額 △26,851 △29,016

法人税等の支払額 △204,334 △160,403

営業活動によるキャッシュ・フロー 357,284 738,163

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14,843 △12,618

有形固定資産の除却による支出 △33,022 △5,118

無形固定資産の取得による支出 △880 △8,150

投資有価証券の取得による支出 △1,250 -

その他 120 △2,653

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,875 △28,540

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 - △269,850

リース債務の返済による支出 △268,086 △302,315

配当金の支払額 △117,922 △113,476

財務活動によるキャッシュ・フロー △386,008 △685,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △78,599 23,980

現金及び現金同等物の期首残高 1,811,059 2,869,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,732,459 2,893,826
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)
　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

システム
事業

測量計測
事業

ハウス備品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,185,889 1,003,465 588,715 2,778,070 262,407 3,040,478 ― 3,040,478

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,185,889 1,003,465 588,715 2,778,070 262,407 3,040,478 ― 3,040,478

セグメント利益 239,418 132,235 80,608 452,261 21,723 473,985 ― 473,985

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、道路標示及び標識の工事並びに

安全用品の販売等を含んでおります。

　 ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)
　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

システム
事業

測量計測
事業

ハウス備品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,323,197 1,330,244 533,839 3,187,280 290,079 3,477,360 ― 3,477,360

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,323,197 1,330,244 533,839 3,187,280 290,079 3,477,360 ― 3,477,360

セグメント利益 234,963 174,192 67,849 477,006 25,538 502,544 ― 502,544

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、道路標示及び標識の工事並びに

安全用品の販売等を含んでおります。

　 ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

国土交通省が推進する「i-Construction」への対応に伴い、従来「システム事業」において計上していた土木CAD

等のアプリケーションと電子野帳を「測量計測事業」で取り扱うことがより適切と判断したことから、第１四半期

会計期間より「測量計測事業」に変更しております。

また、第１四半期会計期間より、従来報告セグメントに含まれていた「環境安全事業」について量的な重要性が

低下したため「その他」として記載する方法に変更しております。

なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載しており

ます。
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